
一32一

1古植物学講座③=

植物の葉は語る

徳永童元･尾上亨

たよっているためその範囲内でまず話をすすめることに

1一隠花植物化眉のいろいろしその他のことは次回の“植物がこの地球上に現われ

隠花植物の部門には種類も多く現在の植物界においてから"という中に述べることにする.

てもその重要さは顕花植物と比較して少しもおとってい

ない.その中をさらに大きくわけてみると羊歯類･2.羊歯類の葉の形

藻類･轟苔類･菌類などにわけられそれぞれ数千の種隠花植物の中でも根･茎･葉の区別のはっきりしてい

が知られている.現在私たちが見ることのできる植物るのは羊歯類でその葉(f｡㎝d)の部分の化石はわ沸国

界ではこうした隠花植物が比較的目立たないものとなの第三紀層の中からもよく発見される､こうした類の

っているけれども中生代から古生代にかけてその重分類上の位置は第1表にかかげたカミまた羊歯類の葉化

要さは非常なものである.その理由はいうまでもなく石がわが国のどうv'う所の地層から発見されているかは

植物の進化が隠花植物から顕花植物へと大きな流れと荏第2表をみていただきたい.

ってすすんできたためだが最近胞子化石の研究カミすす今日の羊歯類の数多v'種類からみると化石は非常に

むにつれ必ずしもそう単純にいわれなくなったようだ.種類少なくまた地域も限られていたようにみえる.し

たとえぱカンブリア紀またはそれよりさらに古いとかし羊歯類の葉が化石としてのこりにくい条件にあるこ

思われる地層申に胞子化石と思われるものが見い山さとを考えるとまたまだこれからも他の種類が発見される

れたり古生代の地層中からはソ連では顕花植物の花可能性もあるといえるだろう.まず羊窟類の葉の模式

粉化石と考えられるものを報告している.そうなると図である第1図をみると全体の形としては茎から複葉

樟物の系統発生的な問題はいよいよ面白くなるわけだがの形式で小さい葉カ油その縁には複雑な切れこみがあ

前に述べたように隠花構物については地質時代カミ新しくるものカミ多い.中央部の軸を主軸(｡tipe)といV'そこ

なるにつれてその繁栄が下火になったということは何から両側へ対となってのびる軸を羽軸(｡achis)さらに

が原因しているのだろうか.また中生代古生代にはその羽軸をふくんでだ葉片合作を羽片(pimate)その1

どんな隠花植物カミ繁茂していたのかそれらを探る手が部の小さい葉は小羽片(pi㎜u1｡)という.

かりとしての現生の隠花植物の形態を眺めてみることにこうした代表的な形のほかにこの羽状複葉にもいる〉･

しよう.しかしここではその全ぼうをみるというわけろある.たとえば一回羽状複葉(mpimate)はタマ

にはゆかずまた私たちの専門が第三紀の植物化石にかシダ(地〃｡妙ゐ｡o｡仰｡15｡)二回羽状複葉(bipi㎜｡t｡)

繁婁議革繭植物化石繋の籍見婁れている所く公泰文献による)

第1表シダ植物の分類表
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トクサ綱(Arti㎝latae)

トクサ科EquiSetaCea偉

ヒカゲノカズラ綱(Lyco夢｡曲1燃曇)

ヒカゲノカズラ科Lyco夢｡δ童馳舳儘

イワヒバ手斗Selagine1王舵儘a偉

マツバラン綱(Psilotinae)

マツバランネ斗Psilotace硯e

ミズニラ綱(ISOetinae)

ミズニラ科ISOetaCeae

シダ綱(Fi:licinae)

ハナヤスリ科Ophヨoglossaceae

リュｰビンタイ科Ma帷tt1aceae

ゼンマイ科Osmundaceae

フサシダ科Schizaeace劃e

ウラジロ手斗Gleicheniac鍬e

コケシノゴ科Hymenophyilac髄僅

ヘゴ科Cyatheaceae

ヤブレガサウラボシ科Dipftridaceae

ウラポシネ斗Polypoaiac曾ae

ミズワラビ科Parkeriaceae

デンジソｰ科Marsi1eaceae

サンショｰモ科Salviniaceae

(佐藤正已1957より)
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ユ｡St1Pe主軸

2.Rachis羽軸

3.Pi㎜ae羽片

4.P1nnules小羽片

5･Ultim･t･S･gm･ηt終羽片

第ユ図羊歯の葉の部分の名称

�

第2図羊歯類の複葉(I

II皿

1回羽状複葉皿2回羽状複葉皿

察fI劃｡葦川一

憂･電蝋

3回羽状複葉)

は写真にみられるようにゼンマイ(0s伽〃･切｡〃｡α)な

ど三回羽状複葉(t･ipi㎜ate)にはミドリカナワラビ

(po1ツs〃｡伽刎〃〃｡〃｡〃刎)などカミある.さらに3～4

回羽状複葉を示すものにはツルシノブ(工惚｡肋〃ψoか

｡舳)がある.第2図にはその模式図を画いてみた.

わカ幅の第三紀層の中からもっとも普遍的に発見され

親しまれているものはWoodwardia(写真1)Osmmda

(写真2)などである.北海道の中央部石狩炭田の北部

ではこのW00dwardiaを多産する層がありとくに

注目され古第三紀層の高根層は一名手窟砂岩または

Woodwardia層とさえいわれた時カミあった.写真2で

示したのはその典型的な標本である.このものの羽片

だけをよく岩石の破片などの表面でみる時には潤葉樹の

葉と見まちがえる可能性もある.たとえぱOsmunda

の場合など羽片だけをみると少し似ているがしかし詳

しくみると潤葉樹の葉の2次脈に当る部分は非常に

細かい細脈が平行に走ってあらい2次脈とは一見して

ことなっている.古生代の隠花植物とくに羊窟類に近

似的な形をもつものには珍しいものカミある.普通種子

羊歯蘇鉄状羊歯類(Pt･ridosp.mophyta)などとV･われ

ているものであって羊窟の生態を示してはいるが実を生

じ内部組織をみれば維管束に有縁孔仮導管をもっている

など裸子植物に近縁のものと考えられている.この

類は裸子植物の祖先形ともいえるものとされている.

その中でも有名たものにはグロソプテリス(Glossopte.is)

スフェノプテリス(Sphenopteris)などカミあって世界の

古生代植物群の分布その他から大陸移動の問題の手が

かりを与えている.このことについてはのちに詳しく

述べることにしよう.

3.蘂化石をめぐる話題

葉化石といっても完全なものであればその鑑定もたや

すくまたそこには問題も起こらないカミそれカ茎破片で

あったり鑑定に必要な肝心なところカミ欠けていたりする

とその種類を決めるということは容易ではない.

その鑑定に必要求個所というものについては前回で

述べたがそのほか葉化石には思わぬいろいろな話題カミ

ある.これらにふれる前に鑑定不可能のものにっいて

の取り扱いはどうするのか考えてみよう.

化石が発見されたときそれか何かわからないときに

Problematicaという語をつかうことカミある.その中

には2通りの意味があってそれは植物ではあるけれど

写真1.〃｡"伽〃加伽ゴ｡伽α0功.H.

(化石としてよく出る羊歯類)�
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写真2.0∫洲刎〃α加力｡勿た"

(化;春としてよく出る羊幽類)

も分類上の位置がわからたい場合とまたはその化石

カミ動物か植物か無機物がはては人工物がわから放い

という場合とがある.古植物学界ではこのProble･

耐aticaの中のP1antsofunknOwna価nity(近似種不

明の植物)はこれを表などでIncertaeSedisと表現す

る.IncertaeSedisのほかにも中生代植物群の中で

､以前から使われているPhy11ites,Cladophlebis,Podoza-

miteSなどは形態上の分類名で近似現生種ははっきり

と決まっていたかった場合に使われた.こうした化石

葉全体の問題のほかに葉の形態以外の点つまり昆虫によ

って食われた薬とか病気をもった薬とか特殊なもの

カミ見っかることもある.その1つの例として最近知っ

たものを以下に紹介することにしよう.

葉に刻まれた謎の印

地層の中から見つかった葉の化石は必ずしも皆完全な

形をしているとは限らない.時たま葉かちじんでいた

り虫のくった六カ玉あいていたりするカミここにあげるよ

うな葉一面にこまかい線のもようが入っているというの

は珍らしいことだるう｡

!9δ6年末閏の預海岸オレゴン州

写真3柏の藥化石のうらに刻まれたナゾの印

(∫力α"ε呪よ｡logツ1960から)

r二の宇｣のスチカミｰ面についていた.そのr二の宇｣も

いくらか互に片方において狭ばまっていてその長さも1

～2cmといった刻みカ;あって注意をひいたわけであ

る｡こうした印あるいは刻みがどうして葉の上にでき

たのかそれを探るため昆虫学者に問合せたところも

し昆虫による食いあとならばその周囲カミいくらかもり

あがるはずであるし同じ印はある特定の植物の葉しか

ないはずであるとv･われた.それで今度はその産地か

ら出た葉化石を調べるとその他にもハンノキスズカ

ケノキなどの葉の表面にもこの印がついている.そ

れならば葉が樹木についているうちかまたは地上におち

て虫にくわれたのではないとすると水中に入った後

何か生物の作用でなったのではないかと考えた.バク

テリアや菌類の作用沸こうした印をつくるとすれば落葉

してのちの堆積の環境もわかることになる.こうした

立場から考えるとまだはっきりとした答えは出されてい

ない.この場合はr二の字｣の印の意味カミよみとれな

いので解決は将来にもちこされたということである.

これ程むずかしい印で泣くても葉にはよく虫の喰っ

た穴がある.r虫が知らせる｣というのかこうした虫

はある特定の植物の葉しか食わだい性質カミありカエデ

の葉などにはよく虫の食いあとかみられる.そうした

昆虫の種類から地質時代のその時の樹林の生態がよく

うかカミえる場合もあるのではないだろうか.｢虫が痢ら

せる｣ことはあながち予感ばかりでなく具体的に役立

つこともありそうである.

羊歯類の葉から古気候の変化を探る

羊窟類が大いに繁茂しそして森林のように育ってv･る

所をこの地球上で眺めてみるとたいていのところは温

暖多湿の地域である.熱帯のジャングノレまでゆかなく

てもわが国の西南日本の高知鹿児島あたりには天然記

念物としてコモチシダだとの繁茂地があげられている.

こうした生態から考えて過去の地質時代とくに中生

代古生代汝とで羊歯植物が繁茂した時期は温暖であっ

たといい切ることが出来るだろうか.この点について

ただ生態だけにスポットをあてずその形態の系統発生

と個体発生の要素を研究し古気候の変化という問題に

焦点をしぼった研究が東北大学の浅聞一男氏によって行
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なわれている.この研究について要点を紹介してみよ

二L皇

う.浅間氏はわが国の南部にある甑島から仙台へうつ

しうえられた羊歯類リュウビンタイの仲間のル40腋一

心妙叙"伽伽の葉が1回羽状複葉とたってゆくの

を観察されその影響というものの中には気候要素つ

まり気温の低下ということが大きな割合をしめていると

考えられている.こうした見方からして今度は東亜

とくに中国大陸の二畳系の中から多く発見されるG倉

antopterisの化石を取り上げられこれカミ1つの原始形

から発達したのでは年く同じような環境の下に生じた

同じよう柱形の葉をもったものカミ平行的に系統発生の筋

をおって発達したとされている.

また種子羊窟Emplectopteris系統における葉の形態

が地質時代後期になるにつれて単純化してくる.こう

した変化は乾燥気候による抑制作用(ret･rdation)の結

果であると考えられている.こうしたretardationや

促進作用(･㏄eleratio･)が羊歯類の葉の形態の進化の

上に大きな影響を及ぼしたとなると今日の羊歯類の葉

の形態に至るまでには冬季における低温その他の抑制

作用が大いに作用していることになる.そして大きく

.･111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

地学と

切手④

西海国立公園堀内恵彦

九州の西北部東支那海にのぞむ海津線と海中に点

…存する大小およそ400の島からなリたつ五島列島中の

…宇久島小値賀島群中通島および若松島とその間の若

…松瀬戸久賀島ならびに福江島の周辺と平戸島生月

…島それに平戸から海捧沿いに佐世保付近まで連らだ

…っている南北の九十九島地域を含めた外洋性の多島海型

…公園です.

散在する島々は沈降海岸の特徴である複雑な海棒線

…をもっており溺谷地形や瀬戸地形があちらこちらに見

…ることができ福江島の玉之浦湾若松瀬戸などはその

…代表的狂もので九十九島は小島の密集群である点がす

…ぐれています1外海に接する海岸では福江島の玉之

…浦や生月島在とに壮大な海蝕断崖が見られます.

…これに加えて火山が多くこの地域の景観に一層の変

…化を加えており福江島の福江市外にアスピｰテ式火山

…の上にホマｰテ式火山をのせたアスヒホマｰテといわれ

��������������������������������������������������������������������

みれば一方的な気候変化カミ考えられるという.葉の形

態を古生代から現生まで系統的に研究するとこうした

面からも面白い結果が生れてくるのである.この考え

はヤシ科の植物の葉の形態の変化にまでおよんでいる.

次回は地球上に植物が現われてから中生代に至るまで

の植物群の変化のあとをたどってみることにしよう.

今回お毛に参考とした文献

1.浅間一男:Evolutionofthe1eaffor鵬throughthe

agesexplainedbythesucc鷺s§三veretarda-

tionandneOteny,東北大特別報告No.4,ユ960

隻.浅間一男:Evo1utionofShansiF1o臓鋤遣｡riginof

simpleleaf,東北大特別報告No.δ豆962

3.Ro1and,W.Brown:Some閉餐｡bo室搬1鰍至貰rob1e-

matic置呈J0理｢.資壌王籔⑪独立,v0!.33

No.1,工95§

4.岩波講座:古生代の植物化石中生代の植物化石新生代

の植物化石岩波書店

5,LymmanBenthon:PlantClassiicatio鷺里D.C｡買eath

����

6.保育杜:原色羊歯植物図層

7.棚井敏雅:尾上亨:新生代植物を学ぶ人のために地質調

査所所内資料1953
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るなだらかな山形の鬼岳火山群やその西方東支那海の…

荒波によって火山壁を浸されて完全に断面を現わした…

嵯峨の島あるいは大小14にわたる島々に21座に及ぶ臼…

状火山を回らし月世界を思わせるよう枝火山地形を形…

成している小値賀島群など興味深いものがあります.…

対島海流に囲まれたこの地域は冬は暖く夏は涼しい…

温暖な海洋性気候であって植物もよく繁茂しています…

カミ南方系であるビロウヘゴノ･マシンチョウなどの…

亜熱帯性の植物や朝鮮系であるチョウセンノギクなどカミ…

見られツバキは各地に自生していますがとくに久賀…

島のツバキ林は立派です.…

これらの景観の展望は九十九島では佐世保郊外の鳥…

帽子岳冷水岳などがよく平戸島の安満岳宇久島の…

城ケ岳中通島の春岳などでも雄大たものカミみられま…

す.これらの島は大陸との交通の歴史は古く中世…

後期の平戸は日本の代表的貿易港で当時の史跡や文化…

財も多くまた徳川300年のキリスト敦弾圧にも屈せず…

ひそかに信仰を守り伝えてきたカクレキリシタンが多く…

存在することでも有名です.…

この地域は地形変化に富む海洋公園なので公園の…

利用もほとんどが海上から船によるのが便利であって…

各種定期航路が運航されており島内はバスによるのカミ…

便利です.公園面積は243.24km2で全区域長崎県…

に属します.切手は5円が福江島の大瀬崎灯台10円…

が九十九島の風景で昭和31年10月1目の発行です.…
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